













































































































































S 状結腸捻転 1 人
その他 3 人

















































































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
術中出血量 90.0 144.87 44.6 92.46 0.216 




平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
初回口側高さ 14.8 8.95 13.7 6.26 0.655 
初回肛門側高さ 7.9 9.04 9.3 7.76 0.698 
退院時口側高さ 10.8 6.54 12.3 5.93 0.431 




















































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
術前Ａｌｂ 3.7 0.68 3.7 1.02 0.977
術前ＴＰ 6.2 0.79 6.2 0.85 0.934
術前Ｈｂ 10.7 2.00 11.0 2.59 0.670
術前ＨｂＡ１ｃ 6.2 1.41 6.1 1.41 0.895
術前ＣＲＰ 6.7 9.05 4.2 6.11 0.292
術後ＴＰ 4.8 0.47 5.1 0.78 0.223
術後Ｈｂ 10.1 1.79 10.8 1.78 0.209
術後ＣＲＰ 10.9 10.35 8.1 6.53 0.286
身長 160.0 10.93 160.7 8.23 0.814
体重 54.3 11.77 55.5 11.97 0.757

































































































　全調査対象患者の平均年齢は 70.7 歳，男性 29
人，女性 14 人。ストーマ粘膜皮膚離開あり群は 16
例（37.2%），ストーマ粘膜皮膚離開なし群は 27 例
（62.7%）。②手術関連においては，離開あり群の緊
急手術は 12 例（75％），予定手術は４例（25％）。
離開なし群の緊急手術は５例（18.5％），予定手術
は 22 例（81.5％）であり緊急手術について有意差
がみられた。③ストーマ局所要因においては離開あ
り群の血流障害ありは 8 例（50％），血流障害なし
は８例（50％）。離開なし群の血流障害ありは３例
（11.1％），血流障害なしは 24 例（88.9％）であった。
血流障害の有無について有意差がみられた。
Ⅴ．考　　察
　外科病棟でストーマ造設術を受けた患者のストー
マ粘膜皮膚離開の発生には血流障害と緊急手術が有
意に関係していることがわかった。血流障害におい
ては，今後術直後装具の見直しが必要と思われる。
また，緊急手術で単孔式ストーマ造設の場合は，ス
トーマ粘膜皮膚離開が発生することを予測し，日々
の観察を注意深く行い，医師と連携し早期に対応し
ていく必要がある。
Ⅵ．結　　論
　ストーマ粘膜皮膚離開の発生率は37.2％であっ
た。
　ストーマ粘膜皮膚離開の発生には，血流障害と緊
急手術が関係していることがわかった。
特　　別　　寄　　稿
